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(57)【要約】
　内視鏡を殺菌消毒するための殺菌消毒装置（１）は、
第１の開口（５）及び第２の開口（６）を有するトンネ
ル（４）；トンネル（４）を画定する上壁（７）；トン
ネル（４）を塞ぐように第１の開口（５）に位置決め可
能な第１の横壁（１１）；トンネル（４）を塞ぐように
第２の開口（６）に位置決め可能な第２の横壁（１２）
；殺菌消毒すべき内視鏡を受容するための槽（９）；槽
支持体（９）；内視鏡の挿入または取り出しのためにア
クセス可能となるように槽（９）がトンネル（４）の第
１の開口（５）から外に突き出す第１のエンドラン（Ａ
１）と、内視鏡の挿入または取り出しのためにアクセス
可能となるように槽（９）がトンネル（４）の第２の開
口（６）から外に突き出す第２のエンドラン（Ａ２）と
の間で、槽支持体（１０）及び槽（９）を含む槽系統を
トンネル（４）に沿って案内するためのガイド手段（８
）、を備える。槽（９）がトンネル（４）の内部にある
ときに、少なくとも１つの内視鏡を殺菌消毒するために
、上壁（７）は、槽（９）と共に、密閉チェンバ（１３
）を形成し；第１の開口（５）にあるときの第１の横壁
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を殺菌消毒するための殺菌消毒装置（１）であって、
　フレーム（２）；
　前記フレーム（２）を覆うケーシング（３）；を備え、
　前記フレーム（２）と前記ケーシング（３）は、第１の開口（５）及び前記第１の開口
（５）の反対側の第２の開口（６）を有する少なくとも１つのトンネル（４）を画成する
ように、相互に適合しており；さらに、
　前記トンネル（４）の少なくとも部分的に上側を画定する上壁（７）；
　前記トンネル（４）を塞ぐように前記第１の開口（５）に位置決め可能な第１の横壁（
１１）；
　前記トンネル（４）を塞ぐように前記第２の開口（６）に位置決め可能な第２の横壁（
１２）；を備え、
　当該殺菌消毒装置（１）は、
　殺菌消毒するための少なくとも１つの内視鏡を受容するように寸法設定されるとともに
前記トンネル（４）に沿って通過するように寸法設定された槽（９）を備えること；
　前記槽（９）に固定された槽支持体（１０）を備え、該槽支持体（１０）と前記槽（９
）は槽系統（９，１０）を形成していること；
　前記少なくとも１つの内視鏡の挿入または取り出しのためにアクセス可能となるように
前記槽（９）が前記トンネル（４）の前記第１の開口（５）から外に突き出す第１のエン
ドラン（Ａ１）と、前記少なくとも１つの内視鏡の挿入または取り出しのためにアクセス
可能となるように前記槽（９）が前記トンネル（４）の前記第２の開口（６）から外に突
き出す第２のエンドラン（Ａ２）との間で、前記槽系統（９，１０）（１０）を含む前記
槽系統（９，１０）を前記トンネル（４）に沿って案内するためのガイド手段（８）を備
えること；
　前記槽（９）が前記トンネル（４）の内部にあるときに、前記少なくとも１つの内視鏡
を殺菌消毒するために、前記上壁（７）は、前記槽（９）と共に、密閉チェンバ（１３）
を形成すること；
　前記第１の開口（５）にあるときの前記第１の横壁（１１）は、二者択一的に、かつ解
除可能に：前記フレーム（２）に堅固に拘束されて前記トンネル（４）を塞ぐように、前
記フレーム（２）と連結するか；または、前記槽系統（９，１０）に堅固に拘束されて引
かれて、前記槽系統（９，１０）が前記第１のエンドラン（Ａ１）に達することを可能と
するように、前記槽支持体（１０）と連結することが可能であること；
　前記第２の開口（６）にあるときの前記第２の横壁（１２）は、二者択一的に、かつ解
除可能に：前記フレーム（２）に堅固に拘束されて前記トンネル（４）を塞ぐように、前
記フレーム（２）と連結するか；または、前記槽系統（９，１０）に堅固に拘束されて引
かれて、前記槽系統（９，１０）が前記第２のエンドラン（Ａ２）に達することを可能と
するように、前記槽支持体（１０）と連結することが可能であること；を特徴とする、殺
菌消毒装置（１）。
【請求項２】
　前記第１の横壁（１１）に支持された第１の機構（１４）であって、前記第１の横壁（
１１）が前記第１の開口（５）にあるときに、前記第１の横壁（１１）を前記フレーム（
２）に固定するように、該第１の機構が前記フレーム（２）と連携する第１の作動構成（
Ｂ１）と、前記槽系統（９，１０）が前記トンネル（４）内にあるときに、前記第１の横
壁（１１）を前記槽支持体（１０）に固定するように、該第１の機構が前記槽支持体（１
０）と連携する第２の作動構成（Ｂ２）と、の間で操作することができる第１の機構；
　前記第１の横壁（１１）に支持された第１のハンドル（１５）であって、第１の角度位
置（Ｃ１）と第２の角度位置（Ｃ２）との間で回転可能であるとともに、該第１のハンド
ル（１５）が前記第１の角度位置（Ｃ１）に操作されたときに前記第１の機構（１４）が
前記第１の作動構成（Ｂ１）に達し、該第１のハンドル（１５）が前記第２の角度位置（
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Ｃ２）に操作されたときに前記第１の機構（１４）が前記第２の作動構成（Ｂ２）に達す
るように、前記第１の機構（１４）に連結可能である第１のハンドル；を備える、先行す
る請求項に記載の殺菌消毒装置（１）。
【請求項３】
　前記第２の横壁（１２）に支持された第２の機構（１６）であって、前記第２の横壁（
１２）が前記第２の開口（６）にあるときに、前記第２の横壁（１２）を前記フレーム（
２）に固定するように、該第２の機構が前記フレーム（２）と連携する第３の作動構成（
Ｂ３）と、前記槽系統（９，１０）が前記トンネル（４）内にあるときに、前記第２の横
壁（１２）を前記槽支持体（１０）に固定するように、該第２の機構が前記槽支持体（１
０）と連携する第４の作動構成（Ｂ４）と、の間で操作することができる第２の機構；
　前記第２の横壁（１２）に支持された第２のハンドル（１７）であって、第３の角度位
置（Ｃ３）と第４の角度位置（Ｃ４）との間で回転可能であるとともに、該第２のハンド
ル（１７）が前記第３の角度位置（Ｃ３）に操作されたときに前記第２の機構（１６）が
前記第３の作動構成（Ｂ３）に達し、該第２のハンドル（１７）が前記第４の角度位置（
Ｃ４）に操作されたときに前記第２の機構（１６）が前記第４の作動構成（Ｂ４）に達す
るように、前記第２の機構（１６）に連結可能である第２のハンドル；を備える、請求項
１または２に記載の殺菌消毒装置（１）。
【請求項４】
　前記第１のハンドル（１５）及び前記第１の機構（１４）は、前記槽系統（９，１０）
が配置される側と反対の前記第１の横壁（１１）の側にあり；
　前記第１の横壁（１１）は、第１の貫通孔（２１）を提供し；
　前記槽支持体（１０）は、第１のヘッド（４１）を有する第１の突出要素（３１）を支
持しており、該第１の突出要素（３１）は、前記槽系統（９，１０）が前記トンネル（４
）内にあるとともに前記第１の横壁（１１）が前記第１の開口（５）にあるときに、前記
第１の貫通孔（２１）に挿入されるように、かつ、そこから前記第１のヘッド（４１）に
よって突き出すように、寸法設定されており；
　前記第１の機構（１４）は、前記第１のハンドル（１５）に固定された第１の部材（１
８）を有し、該第１の部材（１８）は第１の連結座（４５）を形成しており、これは、前
記第１のハンドル（１５）が前記第２の角度位置（Ｃ２）にあるとき、かつ前記第１の横
壁（１１）が前記第１の開口（５）にあるとき、かつ前記槽系統（９，１０）が前記トン
ネル（４）内にあるときに、前記第１の突出要素（３１）の前記第１のヘッド（４１）と
係合して、前記槽支持体（１０）への前記第１の横壁（１１）の固定を確定させる、請求
項２に記載の殺菌消毒装置（１）。
【請求項５】
　前記第１の機構（１４）は、前記第１のハンドル（１５）の前記第１の角度位置（Ｃ１
）と前記第２の角度位置（Ｃ２）との間の動きにそれぞれ伴って、前進位置（Ｄ１）と後
退位置（Ｄ２）との間で操作することができる第１のラッチ（１９）をさらに有し；前記
フレーム（２）は、前記第１のラッチ（１９）が前記前進位置（Ｄ１）に達したとき、か
つ前記第１の横壁（１１）が前記第１の開口（５）にあるときに、前記第１の横壁（１１
）を前記フレーム（２）に固定する結果を伴って、前記第１のラッチ（１９）を受けるた
めの第１の止め座を有する、先行する請求項に記載の殺菌消毒装置（１）。
【請求項６】
　前記第２のハンドル（１７）及び前記第２の機構（１６）は、前記槽系統（９，１０）
が配置される側と反対の前記第２の横壁（１２）の側にあり；
　前記第２の横壁（１２）は、第２の貫通孔を提供し；
　前記槽支持体（１０）は、第２のヘッド（４２）を有する第２の突出要素（３２）を支
持しており、該第２の突出要素（３２）は、前記槽系統（９，１０）が前記トンネル（４
）内にあるとともに前記第２の横壁（１２）が前記第２の開口（６）にあるときに、前記
第２の貫通孔に挿入されるように、かつ、そこから前記第２のヘッド（４２）によって突
き出すように、寸法設定されており；
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　前記第２の機構（１６）は、前記第２のハンドル（１７）に固定された第２の部材を有
し、該第２の部材は第２の連結座を形成しており、これは、前記第２のハンドル（１７）
が前記第２の角度位置（Ｃ２）にあるとき、かつ前記第２の横壁（１２）が前記第２の開
口（６）にあるとき、かつ前記槽系統（９，１０）が前記トンネル（４）内にあるときに
、前記第２の突出要素（３２）の前記第２のヘッド（４２）と係合して、前記槽支持体（
１０）への前記第２の横壁（１２）の固定を確定させる、請求項３に記載の殺菌消毒装置
（１）。
【請求項７】
　前記第２の機構（１６）は、前記第２のハンドル（１７）の前記第３の角度位置（Ｃ３
）と前記第４の角度位置（Ｃ４）との間の動きにそれぞれ伴って、前進位置（Ｄ１）と後
退位置（Ｄ２）との間で操作することができる第２のラッチをさらに有し；前記フレーム
（２）は、前記第２のラッチが前記前進位置（Ｄ１）に達したとき、かつ前記第２の横壁
（１２）が前記第２の開口（６）にあるときに、前記第２の横壁（１２）を前記フレーム
（２）に固定する結果を伴って、前記第２のラッチを受けるための第２の止め座を有する
、先行する請求項のいずれか１つに記載の殺菌消毒装置（１）。
【請求項８】
　前記フレーム（２）に支持された第１のモータ（９１）；前記第１のモータ（９１）に
より回転して引き出される第１のスクリュー（９２）；前記第１のスクリュー（９２）に
沿って移動するように前記第１のスクリュー（９２）に螺旋係合する第１のナットスクリ
ュー（９３）；前記第１のナットスクリュー（９３）を前記第１の横壁（１１）に接続す
る第１の接続部材（９４，９４）；前記第１の横壁（１１）が前記第１の開口（５）にあ
るとともに前記槽系統（９，１０）が前記トンネル（４）内にあるときに、前記第１の横
壁（１１）を前記槽系統（９，１０）に解除可能に固定するための第１の固定手段（９６
，９７，９８）、を備え、前記第１のモータ（９１）、前記第１のスクリュー（９２）、
前記第１のナットスクリュー（９３）、及び前記第１の接続部材（９４，９５）は、前記
槽系統（９，１０）が前記第１のエンドラン（Ａ１）に達することを可能とするように、
相互に寸法設定及び配置されている、請求項１に記載の殺菌消毒装置（１）。
【請求項９】
　前記第１の接続部材（９４，９５）は：前記第１の横壁（１１）に固定された第１の直
立体（９４）；及び、第１端で前記第１の直立体（９４）に固定されるとともに第２端で
前記第１のナットスクリュー（９３）に固定された第１の管状要素（９５）、を有し、該
第１の管状要素（９５）は、前記第１のスクリュー（９２）と同心状であって、その内部
に前記第１のスクリュー（９２）を少なくとも部分的に収容するように寸法設定されてい
る、先行する請求項に記載の殺菌消毒装置（１）。
【請求項１０】
　前記フレーム（２）に支持された第２のモータ；前記第２のモータにより回転して引き
出される第２のスクリュー；前記第２のスクリューに沿って移動するように前記第２のス
クリューに螺旋係合する第２のナットスクリュー；前記第２のナットスクリューを前記第
２の横壁（１２）に接続する第２の接続部材；前記第２の横壁（１２）が前記第２の開口
（６）にあるとともに前記槽系統（９，１０）が前記トンネル（４）内にあるときに、前
記第２の横壁（１２）を前記槽系統（９，１０）に解除可能に固定するための第２の固定
手段、を備え、前記第２のモータ、前記第２のスクリュー、前記第２のナットスクリュー
、及び前記第２の接続部材は、前記槽系統（９，１０）が前記第２のエンドラン（Ａ２）
に達することを可能とするように、相互に寸法設定及び配置されている、請求項１または
８または９に記載の殺菌消毒装置（１）。
【請求項１１】
　前記第２の接続部材は：前記第２の横壁（１２）に固定された第２の直立体；及び、第
３端で前記第２の直立体に固定されるとともに第４端で前記第２のナットスクリューに固
定された第２の管状要素、を有し、該第２の管状要素は、前記第２のスクリューと同心状
であって、その内部に前記第２のスクリューを少なくとも部分的に収容するように寸法設
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定されている、先行する請求項に記載の殺菌消毒装置（１）。
【請求項１２】
　制御ユニット；ユーザのコマンドを前記制御ユニットに供給するように、前記制御ユニ
ットに接続されたユーザインタフェース（１０１）、を備え；前記制御ユニットは、代わ
って、前記第１のモータ（９１）、前記第２のモータ、前記第１の固定手段（９６，９７
，９８）、及び前記第２の固定手段に指令を出す、請求項８および９に記載の殺菌消毒装
置（１）。
【請求項１３】
　シール（２６）を備え、これは：前記上壁（７）に支持されており；前記槽（９）が前
記トンネル（４）内にあるときに、前記槽（９）の周縁に面するように閉ループを展開す
るものであって；加圧流体を収容するための管状の横断面を有し；その内部に収容された
流体の圧力に応じて該シール（２６）が膨張または収縮することを可能とする材料で構成
されており；該シールが膨張すると、前記槽（９）が前記トンネル（４）内にあるときに
は前記チェンバ（１３）が密閉されるように、寸法設定されており；該シールが収縮する
と、前記槽系統（９，１０）が前記トンネル（４）を自由に通過できるように、寸法設定
されている、先行する請求項に記載の殺菌消毒装置（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、硬性および軟性内視鏡の殺菌消毒装置に関連した技術分野に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡を殺菌消毒するための殺菌消毒装置が知られており、それは：フレーム；第１の
開口及び第１の開口の反対側の第２の開口を有するトンネルを画成するようにフレームを
覆うケーシング；トンネルの上側を画定する上壁；フレームにヒンジ連結されてトンネル
を塞ぐように第１の開口に位置する第１の横壁；フレームにヒンジ連結されてトンネルを
塞ぐように第２の開口に位置する第２の横壁；殺菌消毒される１つ以上の内視鏡を受容す
るように寸法設定されるとともにトンネルに沿って通過するように寸法設定された籠、を
備える。
【０００３】
　上壁、底壁、閉じたときの第１の横壁及び第２の横壁は、籠に配置された内視鏡を殺菌
消毒するための密閉チェンバを画成する。
【０００４】
　第１の横壁のヒンジ軸は、水平であって、第１の開口の下側に配置されており；従って
、第１の横壁は、トンネルの第１の開口を閉じる垂直位置と、第１の開口によってトンネ
ルにアクセスできるようにする水平位置との間で操作することができる。同様に、第２の
横壁のヒンジ軸は、水平であって、第２の開口の端に配置されており；従って、第２の横
壁は、トンネルの第２の開口を閉じる垂直位置と、第２の開口によってトンネルにアクセ
スできるようする水平位置との間で操作することができる。
【０００５】
　籠は、第１の横壁または第２の横壁の上にスライドさせて、トンネルの外に引き出すこ
とができ、これにより、オペレータは、消毒済みの内視鏡を籠から回収すること、または
殺菌消毒されるべきものを籠に入れることが可能となる。
【０００６】
　周知のように、この種の殺菌消毒装置は、２つの異なる部屋を仕切る壁に作られた壁開
口にはめ込むのに適しており；第１の部屋は供給室とすることができる一方、第２の部屋
は手術室とすることができ；第１の開口は例えば供給室に配置することができる一方、第
２の開口は手術室に配置することができる。手術室で患者に使用された内視鏡は、その後
、オペレータによって供給室に持ち込まれて、第１の開口を通して消毒装置に挿入され；
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その内視鏡は、殺菌消毒装置で消毒されると、第２の開口を通して、手術室にいるオペレ
ータにより回収することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　この種の殺菌消毒装置の欠点は、特別に大きいそのサイズであり、このサイズは、主に
、殺菌消毒される内視鏡を入れた籠を収容するチェンバの大きさによるものであって、し
かも、籠ひいては内視鏡が占める体積を一定の限度よりも小さく抑えることはできないの
で、そのチェンバの大きさは、一定の限度を超えて削減することは不可能である。
【０００８】
　この欠点は、複数の内視鏡を同時に殺菌消毒するための複数（２つ、さらには３つ）の
チェンバを有する消毒装置において、特に顕著である。このような装置は、高さまたは幅
が増大し、かなりのスペースを占める。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の目的は、上記欠点を解消することにある。
【００１０】
　本発明のさらなる目的は、殺菌消毒されるべき内視鏡を殺菌消毒装置に挿入するために
オペレータが実行しなければならないアクション数を減らすことを可能とする殺菌消毒装
置を考案することにあり：実際に、殺菌消毒されるべき内視鏡を周知のタイプの殺菌消毒
装置に挿入するためには、第１の横壁を水平位置に下げるように操作して、トンネルから
空の籠を取り出し、殺菌消毒されるべき内視鏡を籠に挿入し、内視鏡を入れた籠をトンネ
ルに挿入して、第１の横壁を垂直位置に戻すように操作することでチェンバを閉じること
が必要であり；同様に、殺菌消毒装置から消毒済みの内視鏡を取り出すためには、第２の
横壁を水平位置に下げるように操作して、消毒済み内視鏡が入った籠をトンネルから取り
出し、空の籠をトンネルに挿入して、第２の横壁を垂直位置に戻すように操作することで
チェンバを閉じることが必要である。
【００１１】
　上記目的を、請求項１に記載の、内視鏡を殺菌消毒するための殺菌消毒装置によって達
成している。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、殺菌消毒されるべき内視鏡を殺菌消毒装置に挿入するためには、槽を
（例えば、第１の開口を通過させることにより）トンネルから取り出し、殺菌消毒される
べき内視鏡を槽に挿入して、内視鏡を収容した槽をトンネルに挿入することで十分であり
、同様に殺菌消毒装置から消毒済みの内視鏡を取り出すためには、消毒済みの内視鏡を収
容した槽を（例えば、第２の開口を通して槽を通過させることにより）トンネルから取り
出し、消毒済みの内視鏡を槽から取り出して、空の槽をトンネルに挿入することで十分で
ある。殺菌消毒されるべき内視鏡を殺菌消毒装置に挿入するこれらのオペレーション、及
び消毒済み内視鏡を殺菌消毒装置から取り出すオペレーションは、好都合なことに、より
迅速となる。
【００１３】
　第１の横壁、槽、及び槽支持体により形成される第１のアセンブリは、フレームから取
り出すことができる引き出しに似たものとすることができ；これにより、例えば、オペレ
ータによる、より少ないアクション数で、従ってより迅速に、殺菌消毒されるべき内視鏡
を槽に挿入することが可能となり；同様に、第２の横壁、槽、及び槽支持体により形成さ
れる第２のアセンブリは、フレームから取り出すことができる引き出しを想起させ得るも
のであり、これにより、例えば、オペレータによる、より少ないアクション数で、従って
より迅速に、消毒済みの内視鏡を槽から取り出すことが可能となる。
【００１４】
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　本発明の殺菌消毒装置は、第１の横壁、第２の横壁、槽、槽支持体、ガイド手段、チェ
ンバ内に収容された内視鏡を洗浄及び殺菌消毒するためのクリーニング手段、を有するユ
ニットを備えるものであり；複数のレベルに配置される上記ユニットと同じユニットをさ
らに備えることが可能であることは明らかである。本発明による装置は、２つのレベル（
ひいては内視鏡を殺菌消毒するための２つの別個のチェンバ）を有するものが、好都合な
ことに、チェンバを１つのみ有する上述の周知のタイプの装置と同じスペースを占めるも
のであることが確認されている。
【００１５】
　また、本発明によれば、殺菌消毒装置を以下のようにすることが可能であるということ
も非常に重要である：殺菌消毒されるべき内視鏡を例えば供給室から挿入するために槽が
第１の開口から突き出しているときに、第２の横壁は、第２の開口を塞いで、フレームに
固定されて、手術室にいる他のオペレータがその槽にアクセスできないように、またはい
ずれにしてもトンネルにアクセスできないようにし；消毒済みの内視鏡を手術室で取り出
すために槽が第２の開口から突き出しているときに、第１の横壁は、第１の開口を塞いで
、フレームに固定されて、供給室にいる他のオペレータがその槽にアクセスできないよう
に、またはいずれにしてもトンネルにアクセスできないようにする。好都合なことに、ト
ンネル内に配置された電気部品または機械部品にオペレータが誤って触れることにより怪
我をすることを防ぐことが可能である。
【００１６】
　本明細書の以下の部分では、添付の図表を用いて、請求項に規定されている内容に従っ
て、本発明の具体的な実施形態について説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、第１のサービス構成の、本発明の第１の実施形態による殺菌消毒装置の
斜視図である。
【図１Ａ】図１Ａは、他の部分をより良く示すために一部の部品を取り除いた、図１のＫ
１の詳細な拡大図である。
【図２】図２は、第１のサービス構成の、本発明の第１の実施形態による殺菌消毒装置の
側面図である。
【図３】図３は、第２のサービス構成の、図１～２の装置の横断面の部分図である。
【図３Ａ】図３Ａは、図３のＫ２の詳細な拡大図である。
【図４】図４は、第３のサービス構成の、図１～２の殺菌消毒装置の斜視図である。
【図４Ａ】図４Ａは、他の部分をより良く示すために一部の部品を取り除いた、図４のＫ
３の詳細な拡大図である。
【図５】図５は、第３のサービス構成の、図１～２の殺菌消毒装置の側面図である。
【図６】図６は、第３のサービス構成にあるときの、本発明の第２の実施形態による殺菌
消毒装置の斜視図である。
【図６Ａ】図６Ａは、他の部分をより良く示すために一部の部品を取り除いた、図６のＫ
４の詳細な拡大図である。
【図７】図７は、他の部分をより良く示すために一部の部品を取り除いた、図６の殺菌消
毒装置の側面図である。
【図８】図８は、第２のサービス構成にあるときの、図６の殺菌消毒装置の側面図であり
、他の部分をより良く示すために一部の部品を取り除いている。
【図９】図９は、異なる視点からの図６の殺菌消毒装置の図であり、他の部分をより良く
示すために一部の部品を取り除いている。
【図１０】図１０は、図９と同じ図であり、さらに部品が省略されている。
【図１０Ａ】図１０Ａは、図１０のＫ５を詳細に拡大した正面図であり、一部の部品を省
略している。
【図１１】図１１は、図１０と同じ図であるが、殺菌消毒装置は、第１のサービス構成ま
たは第２のサービス構成にある。
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【図１１Ａ】図１１Ａは、図１１のＫ６を詳細に拡大した正面図であり、一部の部品を省
略している。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　添付の図面を参照すると、１は、本発明の目的である内視鏡を殺菌消毒するための殺菌
消毒装置（１）の全体を示しており、これは、以下のものを備える：フレーム（２）（図
３）；フレーム（２）を覆うケーシング（３）；フレーム（２）とケーシング（３）は、
第１の開口（５）及び第１の開口（５）の反対側の第２の開口（６）を有する少なくとも
１つのトンネル（４）を画成するように、相互に適合している；トンネル（４）の少なく
とも部分的に上側を画定する上壁（７）；トンネル（４）を塞ぐように第１の開口（５）
に位置決め可能な第１の横壁（１１）；トンネル（４）を塞ぐように第２の開口（６）に
位置決め可能な第２の横壁（１２）；殺菌消毒するための少なくとも１つの内視鏡（図示
せず）を受容するように寸法設定されるとともにトンネル（４）に沿って通過するように
寸法設定された槽（９）；槽（９）に固定された槽支持体（１０）であって、槽支持体（
１０）と槽（９）は槽系統（９，１０）を形成している；少なくとも１つの内視鏡の挿入
または取り出しのためにアクセス可能となるように槽（９）がトンネル（４）の第１の開
口（５）から外に突き出す第１のエンドラン（Ａ１）と、少なくとも１つの内視鏡の挿入
または取り出しのためにアクセス可能となるように槽（９）がトンネル（４）の第２の開
口（６）から外に突き出す第２のエンドラン（Ａ２）との間で、槽支持体（１０）及び槽
（９）を含む槽系統（９，１０）をトンネル（４）に沿って案内するためのガイド手段（
８）。
【００１９】
　槽（９）がトンネル（４）の内部にあるときに、少なくとも１つの内視鏡を殺菌消毒す
るために、上壁（７）は、槽（９）と共に、密閉チェンバ（１３）を形成する。
【００２０】
　第１の開口（５）にあるときの第１の横壁（１１）は、二者択一的に、かつ解除可能に
：フレーム（２）に堅固に拘束されてトンネル（４）を塞ぐように、フレーム（２）と連
結するか；または、槽系統（９，１０）に堅固に拘束されて引かれて、槽系統（９，１０
）が第１のエンドラン（Ａ１）に達することを可能とするように、槽支持体（１０）と連
結することが可能である。
【００２１】
　第２の開口（６）にあるときの第２の横壁（１２）は、二者択一的に、かつ解除可能に
：フレーム（２）に堅固に拘束されてトンネル（４）を塞ぐように、フレーム（２）と連
結するか；または、槽系統（９，１０）に堅固に拘束されて引かれて、槽系統（９，１０
）が第２のエンドラン（Ａ２）に達することを可能とするように、槽支持体（１０）と連
結することが可能である。
【００２２】
　上壁（７）は、フレーム（２）に堅固に拘束されている。
【００２３】
　殺菌消毒装置（１）は、槽系統（９，１０）がトンネル（４）内にあるときに、チェン
バ（１３）内に収容された内視鏡を洗浄及び殺菌消毒するためのクリーニング手段（３６
）をさらに備え；クリーニング手段（３６）は、おおよそ周知のタイプのものであり、例
えば上壁（７）および／または槽（９）に開口した流体管（３７）によってチェンバ（１
３）に連通した流体回路（図示せず）を備えることができ、これにより、槽（９）内に配
置された内視鏡を洗浄及び殺菌消毒することが可能となる。クリーニング手段（３６）は
、チェンバ（１３）及び流体回路に繰り返し水を流入させる１回以上の洗浄サイクルを繰
り返し実行するために、（例えば、都市上水道に接続することにより、または殺菌消毒装
置（１）に組み込まれたタンクにより、得ることができる）水供給を、排出口（図示せず
）を介した最終的な排水と共に、さらに備えることができ；さらに、クリーニング手段（
３６）は、チェンバ（１３）及び流体回路に消毒液を繰り返し流入させることによって１
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回以上の洗浄サイクルを実行するために、（例えば、殺菌消毒装置に組み込まれたタンク
からの）消毒液供給を、排出口を介した最終的な排液と共に、備えることができる。
【００２４】
　殺菌消毒装置（１）は、２つの異なる環境を仕切る壁（２８）に作られた壁開口（２７
）にはめ込むのに適しており：第１の環境（２９）（図２，５）は供給室（２９）とする
ことができる一方、第２の環境（３０）（図２，５）は手術室（３０）とすることができ
；第１の開口（５）は例えば供給室（２９）に配置することができる一方、第２の開口（
６）は手術室（３０）に配置することができる。手術室（３０）で患者に使用された内視
鏡は、次いで、オペレータによって供給室（２９）に持ち込まれて、第１の開口（５）を
通して殺菌消毒装置（１）に挿入され；その内視鏡は、殺菌消毒装置（１）で消毒される
と、第２の開口（６）を通して、手術室（３０）にいるオペレータにより回収することが
できる。
【００２５】
　添付の図面では、簡単にするため、壁（２８）の一部のみを示しており、図１では、特
に、壁（２８）のこの部分的表示によって、槽系統（９，１０）が第２のエンドラン（Ａ
２）に達したときに就く位置を明確に示すことが可能となっている。
【００２６】
　以下の説明では、図１、１Ａ、２、３、４、４Ａ、５を参照して、トンネル（４）への
槽系統（９，１０）の挿入、及びそこからの取り出しは、手動で行われる。
【００２７】
　殺菌消毒装置（１）は、さらに以下のものを備えることができる：第１の横壁（１１）
に支持された第１の機構（１４）であって、それは、第１の横壁（１１）が第１の開口（
５）にあるときに、第１の横壁（１１）をフレーム（２）に固定するように、それがフレ
ーム（２）と連携する（図１，１Ａ，２）第１の作動構成（Ｂ１）と、槽系統（９，１０
）がトンネル（４）内にあるときに、第１の横壁（１１）を槽支持体（１０）に固定する
ように、それが槽支持体（１０）と連携する（図４，４Ａ，５）第２の作動構成（Ｂ２）
と、の間で操作することができる；第１の横壁（１１）に支持された第１のハンドル（１
５）であって、第１の角度位置（Ｃ１）と第２の角度位置（Ｃ２）との間で回転可能であ
るとともに、第１のハンドル（１５）が第１の角度位置（Ｃ１）に操作されたときに第１
の機構（１４）が第１の作動構成（Ｂ１）に達し、第１のハンドル（１５）が第２の角度
位置（Ｃ２）に操作されたときに第１の機構（１４）が第２の作動構成（Ｂ２）に達する
ように、第１の機構（１４）に連結可能である。
【００２８】
　このように、供給室（２９）にいるオペレータは、第１の横壁（１１）をフレーム（２
）または槽支持体（１０）に解除可能に連結させるために、第１のハンドル（１５）を操
作することができ；後者の場合、オペレータは、さらに、槽（９）を引き出すことにより
、槽系統（９，１０）を第１のエンドラン（Ａ１）に至らせて、例えば、殺菌消毒すべき
内視鏡を槽（９）に挿入することができる（図４，５）。
【００２９】
　殺菌消毒装置（１）は、さらに以下のものを備えることができる：第２の横壁（１２）
に支持された第２の機構（１６）であって、それは、第２の横壁（１２）が第２の開口（
６）にあるときに、第２の横壁（１２）をフレーム（２）に固定するように、それがフレ
ーム（２）と連携する（図５）第３の作動構成（Ｂ３）と、槽系統（９，１０）がトンネ
ル（４）内にあるときに、第２の横壁（１２）を槽支持体（１０）に固定するように、そ
れが槽支持体（１０）と連携する（図２）第４の作動構成（Ｂ４）と、の間で操作するこ
とができる；第２の横壁（１２）に支持された第２のハンドル（１７）であって、第３の
角度位置（Ｃ３）と第４の角度位置（Ｃ４）との間で回転可能であるとともに、第２のハ
ンドル（１７）が第３の角度位置（Ｃ３）に操作されたときに第２の機構（１６）が第３
の作動構成（Ｂ３）に達し、第２のハンドル（１７）が第４の角度位置（Ｃ４）に操作さ
れたときに第２の機構（１６）が第４の作動構成（Ｂ４）に達するように、第２の機構（
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１６）に連結可能である。
【００３０】
　このように、手術室（３０）にいるオペレータは、第２の横壁（１２）をフレーム（２
）または槽支持体（１０）に解除可能に連結させるために、第２のハンドル（１７）を操
作することができ；後者の場合、オペレータは、さらに、槽（９）を引き出すことにより
、槽系統（９，１０）を第２のエンドラン（Ａ２）に至らせて、例えば、槽（９）で消毒
された内視鏡を取り出すことができる。
【００３１】
　第１のハンドル（１５）及び第１の機構（１４）は、好ましくは、槽系統（９，１０）
が配置される側と反対の第１の横壁（１１）の側にあり；第１の横壁（１１）は、第１の
貫通孔（２１）を提供し；槽支持体（１０）は、第１のヘッド（４１）を有する第１の突
出要素（３１）を支持しており、この第１の突出要素（３１）は、槽系統（９，１０）が
トンネル（４）内にあるとともに第１の横壁（１１）が第１の開口（５）にあるときに、
第１の貫通孔（２１）に挿入されるように、かつ、そこから第１のヘッド（４１）によっ
て突き出すように、寸法設定されており；第１の機構（１４）は、第１のハンドル（１５
）に固定された第１の部材（１８）を有し、この第１の部材（１８）は第１の連結座（４
５）を形成しており、これは、第１のハンドル（１５）が第２の角度位置（Ｃ２）にある
とき、かつ第１の横壁（１１）が第１の開口（５）にあるとき、かつ槽系統（９，１０）
がトンネル（４）内にあるときに、第１の突出要素（３１）の第１のヘッド（４１）と係
合して、槽支持体（１０）への第１の横壁（１１）の固定を確定させる。
【００３２】
　第１の機構（１４）は、好ましくは、第１のハンドル（１５）の第１の角度位置（Ｃ１
）と第２の角度位置（Ｃ２）との間の動きにそれぞれ伴って、前進位置（Ｄ１）と後退位
置（Ｄ２）との間で操作することができる第１のラッチ（１９）を有し；フレーム（２）
は、第１のラッチ（１９）が前進位置（Ｄ１）に達したとき、かつ第１の横壁（１１）が
第１の開口（５）にあるときに、第１の横壁（１１）をフレーム（２）に固定する結果を
伴って、第１のラッチ（１９）を受けるための第１の止め座（図示せず）を有する。
【００３３】
　第１のラッチ（１９）は、第１の横壁（１１）に固定された第１のガイド支持体（５１
）、及び第１のガイド支持体（５１）に案内されてスライド可能な第１のロッド（６１）
を有することができ；第１のロッド（６１）の第１端は、第１の止め座に係合することが
できる。第１の機構（１４）は、さらに、第１のアーム（７１）を有することができ、こ
れは、その一端で、第１のロッド（６１）の第１端の反対側にある第１のロッド（６１）
の第２端にヒンジ連結されている。
【００３４】
　第２のハンドル（１７）及び第２の機構（１６）は、好ましくは、槽系統（９，１０）
が配置される側と反対の第２の横壁（１２）の側にあり；第２の横壁（１２）は、第２の
貫通孔（図示せず）を提供し；槽支持体（１０）は、第２のヘッド（４２）を有する第２
の突出要素（３２）を支持しており、この第２の突出要素（３２）は、槽系統（９，１０
）がトンネル（４）内にあるとともに第２の横壁（１２）が第２の開口（６）にあるとき
に、第２の貫通孔に挿入されるように、かつ、そこから第２のヘッド（４２）によって突
き出すように、寸法設定されており；第２の機構（１６）は、第２のハンドル（１７）に
固定された第２の部材（１８）（図面では見えない）を有し、この第２の部材は第２の連
結座（図面では見えない）を形成しており、これは、第２のハンドル（１７）が第４の角
度位置（Ｃ４）にあるとき、かつ第２の横壁（１２）が第２の開口（６）にあるとき、か
つ槽系統（９，１０）がトンネル（４）内にあるときに、第２の突出要素（３２）の第２
のヘッド（４２）と係合して、槽支持体（１０）への第２の横壁（１１）の固定を確定さ
せる。
【００３５】
　第２の機構（１６）は、好ましくは、第２のハンドル（１７）の第３の角度位置（Ｃ３
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）と第４の角度位置（Ｃ４）との間の動きにそれぞれ伴って、前進位置（Ｄ１）と後退位
置（Ｄ２）との間で操作することができる第２のラッチ（図面では見えない）をさらに有
し；フレーム（２）は、第２のラッチが前進位置（Ｄ１）に達したとき、かつ第２の横壁
（１２）が第２の開口（６）にあるときに、第２の横壁（１２）をフレーム（２）に固定
する結果を伴って、第２のラッチを受けるための第２の止め座（図面では見えない）を有
する。
【００３６】
　第２のラッチ（１９）は、第１の横壁（１１）に固定された第２のガイド支持体（図示
せず）、及び第２のガイド支持体に案内されてスライド可能な第２のロッド（図示せず）
を有することができ；第２のロッドの第１端は、第２の止め座に係合することができる。
第２の機構（１６）は、さらに、第２のアーム（図示せず）を有することができ、これは
、その一端で、第２のロッドの第１端の反対側にある第２のロッドの第２端にヒンジ連結
されている。
【００３７】
　殺菌消毒装置（１）は、好ましくは、シール（２６）（図３Ａ）を備え、これは：上壁
（７）に支持されており；槽（９）がトンネル（４）内にあるときに、槽（９）の周縁に
面するように閉ループを展開するものであって；加圧流体を収容するための管状の横断面
（図３Ａ）を有し；その内部に収容された流体の圧力に応じてシール（２６）が膨張また
は収縮することを可能とする材料で構成されており；それが膨張すると、槽（９）がトン
ネル（４）内にあるときにはチェンバ（１３）が密閉されるように、寸法設定されており
；それが収縮すると、槽系統（９，１０）がトンネル（４）を自由に通過できるように、
寸法設定されている。
【００３８】
　シール（２６）が膨張または収縮すると、シール（２６）の横断面はそれぞれ増加また
は減少し；すなわち、シール（２６）は、膨らませると膨張し、しぼませると収縮する。
【００３９】
　図１、１Ａ、２は、以下で説明する第１のサービス構成の殺菌消毒装置（１）を示して
いる。
【００４０】
　第１の横壁（１１）は、トンネル（４）を塞ぐように第１の開口（５）に位置して、解
除可能にフレーム（２）に連結されており；第１のハンドル（１５）は第１の角度位置（
Ｃ１）にあって、第１の機構（１４）は第１の作動構成（Ｂ１）にあり、第１のラッチ（
１９）は、前進位置（Ｄ１）にあって、第１の横壁（１１）をフレーム（２）に固定する
ように、第１の止め座に係合している。槽系統（９，１０）は、第２のエンドラン（Ａ２
）にあり、従って、手術室（３０）にいるオペレータによる槽（９）へのアクセスが可能
となるように、第２の開口（６）から突き出しており、そのオペレータは、例えば、消毒
済みの内視鏡を槽（９）から取り出すことができる。第２の横壁（１２）は、槽支持体（
１０）に連結されて、これに堅固に拘束されており；第２のハンドル（１７）は第４の作
動構成（Ｃ４）にあり、第２の機構（１６）は第４の作動構成（Ｂ４）にあり、第２のラ
ッチは後退位置（Ｄ２）にある。
【００４１】
　第１のサービス構成では、第１の横壁（１１）によって、トンネル（４）を塞いで、供
給室（２９）にいるオペレータによる機械部品および／または電気部品への接触の危険を
伴うトンネル（４）へのアクセスを防いでいる。
【００４２】
　殺菌消毒装置（１）は、さらに、第１の許可手段（図示せず）を備えることができ、こ
れは、槽系統（９，１０）がトンネル（４）に達するとともに、第２の横壁（１２）をフ
レーム（２）に固定するように第２のハンドル（１７）が第３の角度位置（Ｃ３）にされ
たときにのみ、第１のハンドル（１５）を第１の角度位置（Ｃ１）からブロック解除する
ものであり；同じ効果は、第１のハンドル（１５）が第１の角度位置（Ｃ１）に達した場
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合に、槽系統（９，１０）がトンネル（４）に達するとともに、第２の横壁（１２）をフ
レーム（２）に固定するように第２のハンドル（１７）が第４の角度位置（Ｃ４）から第
３の角度位置（Ｃ３）にされるまでは、第１の横壁（１１）をフレーム（２）にブロック
固定するような第１の独立操作手段（図示せず）によって、得ることができる。第１の許
可手段または第１の独立操作手段は、本発明の殺菌消毒装置（１）の一部である制御ユニ
ット（図示せず）による指令を受けるものであり得る。これにより、殺菌消毒装置は、安
全性がより一層高まることになる。
【００４３】
　消毒済みの内視鏡を手術室（３０）で取り出したら、オペレータは、槽系統（９，１０
）がトンネル（４）に達するとともに第２の横壁（１２）が第２の開口（６）を塞ぐまで
、槽系統（９，１０）をトンネル（４）に向かって手動でスライドさせることができ；そ
の後、オペレータは、第２のハンドル（１７）を第３の角度位置（Ｃ３）にするように回
転させることができ、これにより、第２の横壁（１２）は、フレーム（２）に固定される
。殺菌消毒装置のこの第２のサービス構成を、図３、３Ａに示している。
【００４４】
　この時点で、前述のように、供給室（２９）にいるオペレータによって、第１のハンド
ル（１５）を第２の角度位置（Ｃ２）に操作することができ、これにより、第１の横壁（
１１）は槽支持体（１０）に固定されて、図４及び５を参照して、殺菌消毒すべき内視鏡
を槽（９）に挿入するために、槽系統（９，１０）を第１のエンドラン（Ａ１）に至らせ
ることができる。
【００４５】
　図４、４Ａ、５は、以下で説明する第３のサービス構成の殺菌消毒装置（１）を示して
いる。第２の横壁（１２）は、トンネル（４）を塞ぐように第２の開口（６）に位置して
、解除可能にフレーム（２）に連結されており；第２のハンドル（１７）は第３の角度位
置（Ｃ３）にあって、第２の機構（１６）は第３の作動構成（Ｂ３）にあり、第２のラッ
チは、前進位置（Ｄ１）にあって、第２の横壁（１２）をフレーム（２）に固定するよう
に、第２の止め座に係合している。槽系統（９，１０）は、第１のエンドラン（Ａ１）に
あり、従って、供給室（２９）にいるオペレータによる槽（９）へのアクセスが可能とな
るように、第１の開口（５）から突き出しており、そのオペレータは、例えば、殺菌消毒
すべき内視鏡を槽（９）内に配置することができる。第１の横壁（１１）は、槽支持体（
１０）に連結されて、これに堅固に拘束されており；第１のハンドル（１５）は第２の角
度位置（Ｃ２）にあり、第１の機構（１４）は第２の作動構成（Ｂ２）にあり、第１のラ
ッチ（１９）は後退位置（Ｄ２）にある。
【００４６】
　殺菌消毒装置（１）は、さらに、第２の許可手段（図示せず）を備えることができ、こ
れは、槽系統（９，１０）がトンネル（４）に達するとともに、第１の横壁（１１）をフ
レーム（２）に固定するように第１のハンドル（１５）が第１の角度位置（Ｃ１）にされ
たときにのみ、第２のハンドル（１７）を第３の角度位置（Ｃ３）からブロック解除する
ものであり；同じ効果は、第２のハンドル（１７）が第３の角度位置（Ｃ３）に達した場
合に、槽系統（９，１０）がトンネル（４）に達するとともに、第１の横壁（１１）をフ
レーム（２）に固定するように第１のハンドル（１５）が第２の角度位置（Ｃ２）から第
１の角度位置（Ｃ１）にされるまでは、第２の横壁（１２）をフレーム（２）にブロック
固定するような第２の独立操作手段（図示せず）によって、得ることができる。第２の許
可手段または第２の独立操作手段は、本発明の殺菌消毒装置（１）の一部である制御ユニ
ット（図示していないが、実際には、既に本明細書で上述したものと同じものである）に
よる指令を受けるものであり得る。これにより、殺菌消毒装置は、安全性がより一層高ま
ることになる。
【００４７】
　消毒済みの内視鏡を手術室（３０）で取り出したら、供給室（２９）にいるオペレータ
は、槽系統（９，１０）がトンネル（４）に達するとともに第１の横壁（１１）が第１の
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開口（６）を塞ぐまで、槽系統（９，１０）をトンネル（４）に向かって手動でスライド
させることができ；その後、オペレータは、第１のハンドル（１５）を第１の角度位置（
Ｃ１）にするように回転させることができ、これにより、第１の横壁（１１）は、フレー
ム（２）に固定される。
【００４８】
　ここで、殺菌消毒装置（１）は、新たに第２のサービス構成（図３，３Ａ）になり；こ
の時点で、チェンバ（１３）を封止するためにシール（２６）を膨張させて、チェンバ（
１３）に収容された内視鏡を洗浄および殺菌消毒するためにクリーニング手段（３６）を
作動させることができる。この処理の間、シール（２６）によって、槽系統（９，１０）
はスライドできないようにされるが；しかし、内視鏡の洗浄及び殺菌消毒の終了時にのみ
、制御ユニットからの対応する信号の受信後に、第１の許可手段と第２の許可手段によっ
て、例えば第１のハンドル（５）と第２のハンドル（１７）をそれぞれブロック解除する
ことができる。このように、オペレータは、第１のハンドル（１５）または第２のハンド
ル（１７）を操作することによって、内視鏡の洗浄及び殺菌消毒に介入することができる
。
【００４９】
　そこで、殺菌消毒装置（１）は、第１のユニットを備え、これは：第１の横壁（１１）
、第２の横壁（１２）、槽（９）、槽支持体（１０）、ガイド手段（８）、及びクリーニ
ング手段（３６）、を有し；いくつかのレベルに配置される上記第１のユニットと同じユ
ニットをさらに備えることが可能であることは明らかである。図示の例では、殺菌消毒装
置は、２つのレベルに配置された２つのユニットを備え、これは、序文に記載したような
チェンバ（１３）を１つのみ有する周知のタイプの殺菌消毒装置（１）と同じスペースを
占めるものであり得る。
【００５０】
　添付の図面に示す実施形態では、第１の横壁（１１）は、第３の貫通孔（２３）を提供
することができ；槽支持体（１０）は、第３のヘッド（４３）を有する第３の突出要素（
３３）を支持することができ、この第３の突出要素（３３）は、槽系統（９，１０）がト
ンネル（４）内にあるとともに第１の横壁（１１）が第１の開口（５）にあるときに、第
３の貫通孔（２３）に挿入されるように、かつ、そこから第３のヘッド（４３）によって
突き出すように、寸法設定されており；第１の部材（１８）は、第３の連結座（４７）を
形成することができ、これは、第１のハンドル（１５）が第２の角度位置（Ｃ２）にある
とき、かつ第１の横壁（１１）が第１の開口（５）にあるとき、かつ槽系統（９，１０）
がトンネル（４）内にあるときに、第３の突出要素（３３）の第３のヘッド（４３）と係
合して、槽支持体（１０）への第１の横壁（１１）のより安定した固定を確定させる。ま
た、第１の機構（１４）は、第１のハンドル（１５）の第１の角度位置（Ｃ１）と第２の
角度位置（Ｃ２）との間の動きにそれぞれ伴って、前進位置（Ｄ１）と後退位置（Ｄ２）
との間で操作することができる第３のラッチ（２２）をさらに有し；フレーム（２）は、
第３のラッチ（２２）が前進位置（Ｄ１）に達したとき、かつ第１の横壁（１１）が第１
の開口（５）にあるときに、より一層安定して第１の横壁（１１）をフレーム（２）に固
定する結果を伴って、第３のラッチ（２２）を受けるための第３の止め座（図示せず）を
有する。
【００５１】
　第３のラッチ（２２）は、第１の横壁（１１）に固定された第３のガイド支持体（５２
）、及び第３のガイド支持体（５２）に案内されてスライド可能な第３のロッド（６２）
を有することができ；第３のロッド（６２）の第１端は、第３の止め座に係合することが
できる。第１の機構（１４）は、さらに、第３のアーム（７２）を有することができ、こ
れは、その一端で、第１の部材（１８）にヒンジ連結されており、反対側の端で、第３の
ロッド（６２）の第１端の反対側にある第３のロッド（６２）の第２端にヒンジ連結され
ている。
【００５２】
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　同様に、第２の横壁（１２）は、第４の貫通孔（図示せず）を呈することができ；槽支
持体（１０）は、第４のヘッド（４４）を有する第４の突出要素（３４）（図示せず）を
支持することができ、この第４の突出要素（３４）は、槽系統（９，１０）がトンネル（
４）内にあるとともに第２の横壁（１２）が第２の開口（６）にあるときに、第４の貫通
孔に挿入されるように、かつ、そこから第４のヘッド（４４）によって突き出すように、
寸法設定されており；第２の部材は、第４の連結座（図示せず）を形成することができ、
これは、第２のハンドル（１７）が第４の角度位置（Ｃ４）にあるとき、かつ第２の横壁
（１２）が第２の開口（６）にあるとき、かつ槽系統（９，１０）がトンネル（４）内に
あるときに、第４の突出要素（３４）の第４のヘッド（４４）と係合して、槽支持体（１
０）への第２の横壁（１１）のより安定した固定を確定させる。また、第２の機構（１６
）は、第２のハンドル（１７）の第３の角度位置（Ｃ３）と第４の角度位置（Ｃ４）との
間の動きにそれぞれ伴って、前進位置（Ｄ１）と後退位置（Ｄ２）との間で操作すること
ができる第４のラッチ（図示せず）をさらに有し；フレーム（２）は、第４のラッチが前
進位置（Ｄ１）に達したとき、かつ第２の横壁（１２）が第２の開口（６）にあるときに
、より一層安定して第２の横壁（１２）をフレーム（２）に固定する結果を伴って、第４
のラッチを受けるための第４の止め座（図示せず）を有する。
【００５３】
　第４のラッチは、第２の横壁（１２）に固定された第４のガイド支持体（図示せず）、
及び第４のガイド支持体に案内されてスライド可能な第４のロッド（図示せず）を有する
ことができ；第４のロッドの第１端は、第４の止め座に係合することができる。第２の機
構（１６）は、さらに、第４のアーム（図示せず）を有することができ、これは、その一
端で、第２の部材にヒンジ連結されており、反対側の端で、第４のロッドの第１端の反対
側にある第４のロッド（６２）の第２端にヒンジ連結されている。
【００５４】
　上記の説明では、トンネル（４）への槽系統（９，１０）の挿入、及びそこからの取り
出しは、第１の機構（１４）、第１のハンドル（１５）、第２の機構（１６）、第２のハ
ンドル（１７）などによって、手動で行われる。
【００５５】
　一方、以下の説明では、図６、６Ａ、７、８、９、１０、１０Ａ、１１、１１Ａを参照
して、トンネル（４）への槽系統（９，１０）の挿入、及びそこからの取り出しは、電気
指令によって行われる。上記の図面及び以下の説明では、既に上述したものと同一の特徴
は、同一の参照番号を用いて参照する。
【００５６】
　そこで、殺菌消毒装置は：フレーム（２）に支持された第１のモータ（９１）；第１の
モータ（９１）により回転して引き出される第１のスクリュー（９２）；第１のスクリュ
ー（９２）に沿って移動するように第１のスクリュー（９２）に螺旋係合する第１のナッ
トスクリュー（９３）；第１のナットスクリュー（９３）を第１の横壁（１１）に接続す
る第１の接続部材（９４，９４）；第１の横壁（１１）が第１の開口（５）にあるととも
に槽系統（９，１０）がトンネル（４）内にあるときに、第１の横壁（１１）を槽系統（
９，１０）に解除可能に固定するための第１の固定手段（９６，９７，９８）、を備える
ことができ、第１のモータ（９１）、第１のスクリュー（９２）、第１のナットスクリュ
ー（９３）、及び第１の接続部材（９４，９５）は、槽系統（９，１０）が第１のエンド
ラン（Ａ１）に達することを可能とするように、相互に寸法設定及び配置されている。
【００５７】
　第１の槽系統（９，１０）は、スライド方向（Ｗ）に沿ってスライドする。第１のスク
リュー（９２）は、好ましくは、スライド方向（Ｗ）に平行な向きに設定される。
【００５８】
　第１の接続部材（９４，９５）は：第１の横壁（１１）に固定された第１の直立体（９
４）；及び、第１端で第１の直立体（９４）に固定されるとともに第２端で第１のナット
スクリュー（９３）に固定された第１の管状要素（９５）、を有することができ、この第
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１の管状要素（９５）は、第１のスクリュー（９２）と同心状であって、その内部に第１
のスクリュー（９２）を少なくとも部分的に収容するように寸法設定されている。
【００５９】
　こうして、第１のモータ（９１）を作動させることにより、第１の横壁（１１）を、図
８、１０を参照して第１の管状要素（９５）が第１のスクリュー（９２）を包囲している
場合である第１の開口（５）と、図６、６Ａ、７、９、１１を参照して第１の管状要素（
９５）が第１のスクリュー（９２）に対して突き出している場合である第１のエンドラン
（Ａ１）と、の間で動かすことができる。従って、第１の管状要素（９５）は、第１のモ
ータ（９１）の作動の影響によって、第１のスクリュー（９２）に沿って、入れ子式に伸
縮自在にスライドすることができ、その結果、第１の横壁（１１）を、第１の開口（５）
と第１のエンドラン（Ａ１）との間でスライド方向（Ｗ）に引き出すことができる。
【００６０】
　例として、第１の固定手段（９６，９７，９８）は：槽系統（９，１０）に支持された
第１のリニアアクチュエータ（９６）であって、第１のステム（１００）を非係合位置（
図１０Ａ）と係合位置（図１１Ａ）との間で動かす第１のリニアアクチュエータ（９６）
；第１のステム（１００）に支持された第１の係合部材（９７）；第１の直立体（９４）
に支持された第２の係合部材（９８）、を有する。
【００６１】
　図１０Ａ、１１Ａでは、第１の係合部材（９７）及び第２の係合部材（９８）をより良
く示すために、直立体（９４）は表示していない。
【００６２】
　第１の横壁（１１）が第１の開口（５）にあるとともに槽系統（９，１０）がトンネル
内にあるとき（図８）に、第１のステム（１００）を非係合位置（図１０Ａ）から係合位
置（図１１Ａ）に操作することで、第１の係合部材（９７）と第２の係合部材（９８）と
の連結を確定させ、これにより、槽系統（９，１０）を第１の横壁（１１）と一体化させ
て、そして第１のモータ（９１）を作動させれば、槽系統（９，１０）と第１の横壁（１
１）を、第１のエンドラン（Ａ１）に向けて、さらにはその逆に、動かすことが可能とな
る。槽系統（９，１０）がトンネル（４）内に戻されて、第１の横壁（１１）が第１の開
口（５）にあるときに、第１のステム（１００）を係合位置から非係合位置に操作するこ
とで、槽系統（９，１０）は第１の横壁（１１）から解放される。この位置では、第１の
横壁（１１）は、第１の開口（５）を塞ぐとともに、第１の直立体（９４）、第１の管状
要素（９５）、第１のナットスクリュー（９３）、第１のスクリュー（９２）、及び第１
のモータ（９１）による接続によって、殺菌消毒装置（１）のフレーム（２）に連結され
ている。
【００６３】
　殺菌消毒装置（１）は、さらに：フレーム（２）に支持された第２のモータ（図示せず
）；第２のモータにより回転して引き出される第２のスクリュー（図示せず）；第２のス
クリューに沿って移動するように第２のスクリューに螺旋係合する第２のナットスクリュ
ー（図示せず）；第２のナットスクリューを第２の横壁（１２）に接続する第２の接続部
材（図示せず）；第２の横壁（１２）が第２の開口（６）にあるとともに槽系統（９，１
０）がトンネル（４）内にあるときに、第２の横壁（１２）を槽系統（９，１０）に解除
可能に固定するための第２の固定手段（図示せず）、を備えることができ、第２のモータ
、第２のスクリュー、第２のナットスクリュー、及び第２の接続部材は、槽系統（９，１
０）が第２のエンドラン（Ａ２）に達することを可能とするように、相互に寸法設定及び
配置されている。
【００６４】
　第２のスクリューは、好ましくは、スライド方向（Ｗ）に平行な向きに設定される。
【００６５】
　第２の接続部材は：第２の横壁（１２）に固定された第２の直立体（図示せず）；及び
、第３端で第２の直立体に固定されるとともに第４端で第２のナットスクリューに固定さ
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スクリューと同心状であって、その内部に第２のスクリューを少なくとも部分的に収容す
るように寸法設定されている。
【００６６】
　従って、第２のモータを作動させることにより、第２の横壁を、第２の開口と、第２の
管状要素が第２のスクリューに対して突き出している場合である第２のエンドラン（Ａ２
）と、の間で動かすことができる。こうして、第２の管状要素は、第２のモータの作動の
影響によって、第２のスクリューに沿って、入れ子式に伸縮自在にスライドすることがで
き、その結果、第２の横壁を、第２の開口（６）と第２のエンドラン（Ａ２）との間でス
ライド方向（Ｗ）に引き出すことができる。
【００６７】
　例として、第２の固定手段は：槽系統（９，１０）に支持された第２のリニアアクチュ
エータ（図示せず）であって、第２のステム（図示せず）を非係合位置と係合位置との間
で動かす第２のリニアアクチュエータ（９６）；第２のステムに支持された第３の係合部
材（図示せず）；第２の直立体に支持された第４の係合部材、を有する。
【００６８】
　第２の横壁（１２）が第２の開口（６）にあるとともに槽系統（９，１０）がトンネル
内にあるとき（図８）に、第２のステムを非係合位置から係合位置に操作することで、第
３の係合部材と第４の係合部材との連結を確定させ、これにより、槽系統（９，１０）を
第２の横壁（１２）と一体化させて、そして第２のモータ（９１）を作動させれば、槽系
統（９，１０）と第２の横壁（１１）を、第２のエンドラン（Ａ１）に向けて、さらには
その逆に、動かすことが可能となる。槽系統（９，１０）がトンネル（４）内に戻されて
、第２の横壁（１２）が第２の開口（６）にあるときに、第２のステム（１００）を係合
位置から非係合位置に操作することで、槽系統（９，１０）は第２の横壁（１２）から解
放される。この位置では、第２の横壁（１２）は、第２の開口（６）を塞ぐとともに、第
２の直立体、第２の管状要素、第２のナットスクリュー（９３）、第２のスクリュー（９
２）、及び第２のモータ（９１）による接続によって、殺菌消毒装置（１）のフレーム（
２）に連結されている。
【００６９】
　殺菌消毒装置（１）は、好ましくは：制御ユニット（図示せず）；ユーザのコマンドを
制御ユニットに供給するように、制御ユニットに接続されたユーザインタフェース（１０
１）、を備え；制御ユニットは、代わって、第１のモータ（９１）、第２のモータ、第１
の固定手段（９６，９７，９８）、及び第２の固定手段に指令を出す。
【００７０】
　ユーザインタフェース（１０１）は、モニタとキーボード、またはタッチスクリーンと
することができる。
【００７１】
　ユーザ（１０１）は、インタフェースを用いて、例えば、トンネル（４）から第１のエ
ンドラン（Ａ１）または第２のエンドラン（Ａ２）に向けた槽系統（９，１０）の動きを
電気的に指令することにより、殺菌消毒装置（１）の機能を管理することができる。
【００７２】
　上記は、非限定的な例として記載されたものと理解され、構造的変形例はいずれも、以
下の請求項に係る本発明の技術的ソリューションの保護範囲内に含まれるものと理解され
る。
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约束并拉入储罐系统，以使储罐系统到达第一末端行程（A1）。 ）;第二
侧壁（12）在第二开口（6）中时可替换且可释放：牢固地约束在框架
（2）上 连接到框架（2）以阻塞隧道（4）；或由储罐系统紧紧约束并拉动，以使储罐系统到达第二末端行程（A2）。 油箱支架
（10）。 这是可能的。 [选择图]图4
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